
た
る
す
難
避
て
い
着
ち
落
に
時
生
発
害
災

あ
く
多
が
と
こ
う
ま
し
て
れ
ぐ
は
で
中
の

要
重
も
と
こ
い
な
ら
が
嫌
も
て
れ
ら
触
を

も
人
た
け
助
で
ん
掴
を
尾
尻
や
耳
の
子

ら
じ
感
が
犬
愛
と
』
せ
幸
が
と
こ
る
れ
ら

ら
け
つ
見
に
ぐ
す
も
で
夜
ば
け
お
で
ん
結

て
き
で
に
由
自
を
手
両
ば
れ
あ
が
敷
呂
風

今、私たちができること
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同

宮城県石巻市「あべ動物病院」
臨床検査技師、
JAHA認定 家庭犬のしつけ
インストラクター
阿部容子  先生

被災ペットの救護活動に参加。
その後、仮設住宅で暮らす飼
い主さんのしつけの悩みを中
心にケアするannproject（アン
プロジェクト）を発足。

地震、そのときに大切なこと  
家族の一員、社会の一員として地域や社会で愛される犬に育てよう！

同行避難は、ふだんの
コミュニケーションが
キーになる
２０１１年3月11日、東日本大震災発生時、
津波の被害を受けた地域では、とにかく逃
げるしかなかったそうです。うちの子と一
緒に逃げることが生きる励みになった方も
いれば、助けるために亡くなった方も…。
「犬も猫も家族」という絆を感じるとともに、
そうした現実が残念でなりません。
そこで、自らも震災を体験し、現在は仮設
住宅に住む飼い主さんをケアされている
阿部容子先生と「今からできること」に
ついて考えてみました。
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非常時に必要な持ち物

 フード（3日分）、水（1リットル）

 ペットシーツ、ビニル袋

 新聞紙（暖取り用）、ウェットティッシュ

 ふろしき
　（抱っこ紐にできて便利！ 毛の飛び散り防止にも）

 簡易食器（できるだけ軽いもの）

 犬の写真、迷子札、
     記録カード（持病を書いたもの）、常備薬

使いなれたもので、必要最低限に

「オイデ」などの練習についてはＰ.７に掲載中

「応援に行かなければ…」
阪神淡路大震災の経験者として。
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JAHA認定 家庭犬のしつけ
インストラクター
中塚圭子  先生
神戸市動物管理センターで
しつけを指導し、大阪ぺピ
イ動物看護専門学校講師
を務める。著書に「中塚流
ニコニコしつけ読本」「犬の
老いじたく」ほか。

阪神大震災において「災害時にペットをどう
するか」という問題と向き合った経験から、
次に震災があった時は支援に行くと決めてい
ました。そして縁あって、阿部先生の仮設住
宅支援をお手伝いすることに。ご苦労の多い
中、飼い主様達に「うちの子の相談ができて
うれしい！」と笑顔を見せていただけたことは
私にとっても喜びでした。仮設住宅で『犬猫
が落ち着ける環境』を作るには犬猫の心情を
感じる習慣が大切。これからに備えて、人と
犬猫がもっと意思疎通できるよう、また、今も
困っている被災地の皆様や犬猫達のために
私もできることを続けていきます。

message

1. 東北愛犬専門学院の先生達がボ
ランティアでシャンプーをしてくれ
ています。2. 避難所も和やかな雰
囲気に。3. 仮設支援活動のきっか
けとなったポンタくん。クレートト
レーニングもマスター。4. ポンタく
んから犬小屋をもらったことをきっ
かけに友達になったシェパードのケ
リーくん。5. ダンボールのクレート
も大好きに！6. 支援活動は心の支
えにもなっています。7. 阿部先生
のご自宅は１階まで浸水しました。
8. 仮設住宅は軒先が似ているの
で、シールを目印に。
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どうぶつ手帳
仙台の仮設住宅に配布。
自己紹介欄もあって、万が一も安心。

宮城県被災動物
保護センター・センター長  
花園動物病院 院長
中川正裕  先生
「朝のケージ掃除は健康状
態チェックも兼ねて欠かし
ません」

仙台市獣医師会副会長　
小野動物病院 院長
小野裕之  先生
「自分が生きるか死ぬかの
時でもペットを守る飼い
主さんの大志に感動しま
した」

ビニルハウスの中に就寝用のケージが並びます。

仙台動物管理センターでは、
出産した子も。
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福島県を実際に訪れて、「人はもちろん、犬猫にも家庭を」というスタッフの皆様の想いを強く感じました。
ぺピイでは、心配の尽きない状況の中でも被災ペット達のために働かれている皆様を少しづつでも応援できればと考えております。

被災したペットの生活のために。 里親さんも随時募集中。

福島県動物救護本部では活動は長期化が予想されます。
つきましては、ペットの飼育に必要な
義援金をお願いしております。

ホームページより対象動物や条件を必ずご確認の上、
「譲り受け申込書PDF」をダウンロードいただき、郵送、または、FAXください。

詳しくはこちらまで
福島県動物救護本部ホームページ
www.pref.fukushima.jp/ eisei/ saigai/ kyuugoindex.htm

※お電話による受付はおこなっておりません。ご了承ください。
※厳正な審査をおこない、選ばれた方にのみマッチングの日程をご連絡いたします。【振込先】

東邦銀行　県庁支店 普通預金
店  番  号　103
口座番号　1418368
口  座  名　福島動物救護本部義援金口
　　　　　（フクシマドウブツキュウゴホンブギエンキングチ）
※義援金は全て被災動物のためのシェルター整備や運営等にあてております。

ぺピイより

ボランティアさんも
募集中！

福島県保健福祉部
食品生活衛生課/
小野剛  主任
「行政の立場からできる
保護もたくさんあるんです」

三春シェルターは、店舗跡を利用し、
比較的広い個室になっています。 三春シェルター獣医師

わたなべ動物病院
丘の上ペットクリニック 院長
渡邉正道  先生
「ここにいる子はみんな僕
の子」というくらいの愛情を
持って接しています。
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